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は表 1 のように決められている． 
 
 
図 1 運転適性検査器 
 
表 1 点灯イベントに対する反応操作 
イベント名 点灯色 反応操作 




Yellow-Lift 黄 アクセルを離す 







2. 2 講習予備検査 
 高齢者ドライバによる交通事故では，記憶力や判断
力の低下が事故の発生に影響していると考えられる．




出し，その得点に応じて表 2 のように 3 つの分類に区
分される． 
 
表 2 講習予備検査の結果による分類 
分類 該当者 
第 1 分類 記憶力・判断力が低くなっている者 
第 2 分類 記憶力・判断力が少し低くなっている者  










習予備検査は 75 歳以上を対象としているため，75 歳
以上を対象とした平成 23 年に行われた 590 件のデータ
について分析を行った．  講習予備検査の結果として ,
第 2 分類が 32 人,第 3 分類が 558 人という結果となっ














図 2 反応時間の比較 

























































図 4 加齢に伴う反応時間の変化 
 




3 回目の Blue-Keep に対する誤答率，縦軸に 1 回目から
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